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当初予算

　

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
３
つ

の
特
別
会
計
予
算
の
合
計
は
、

43
億
８
５
７
５
万
６
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
２
億
９
２
８
８
万

円
、
７
．
２
％
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
の一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
、
75
億
４
７
５
６

万
２
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

４
億
６
１
５
０
万
８
千
円
、

５
．
８
％
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
３

日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
11

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

23
件
、
議
員
か
ら
提
案
さ
れ

た
発
議
案
２
件
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
、
い

ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お

り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら
「
三
菱

地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
か
ら
の

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
に
つ
い
て
」、「
町
有

バ
ス
を
廃
止
し
、
民
間
の
一

般
貸
切
旅
客
運
送
事
業
者
の

運
行
へ
代
替
す
る
こ
と
に
つ

い
て
」
な
ど
３
件
の
行
政
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
８
名
の
議

員
が
２
日
間
に
わ
た
り
行
い
、

空
き
家
対
策
や
高
齢
者
施
策
、

子
育
て
支
援
な
ど
町
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
は
10
頁
～
14
頁
に

掲
載
）

３ 月
定例会
当初予算

初
の
当
初
予
算
を
可
決

初
の
当
初
予
算
を
可
決

初
の
当
初
予
算
を
可
決

初
の
当
初
予
算
を
可
決

金
塚
町
長

令
和
８
年
度
当
初
予
算

令
和
８
年
度
当
初
予
算

7575
億
４
７
５
６
万
２
千
円
で
ス
タ
ー
ト

億
４
７
５
６
万
２
千
円
で
ス
タ
ー
ト

歳入 3,086,906
41.0%

町税
3,086,906
41.0%

地方交付税
1,236,289
16.4%

国庫支出金
1,105,227
14.6%

繰入金
447,548
5.9%

町債
218,500
2.9%

交付金等
739,245
9.8%

その他
134,488
1.7%

県支出金
477,628
6.3%

諸収入
101,731
1.4%

依存財源：39億1137万７千円（51.8％）

自主財源：36億3618万５千円（48.2％）

■令和８年度各会計予算

■令和８年度一般会計予算内訳（単位：千円）

歳出

教育費
982,443
13.0%

民生費
2,662,242
35.3%

その他
193,392
2.5%

衛生費
617,988
8.2%

商工費
149,167
2.0%

968,590
12.8%

総務費
968,590
12.8%

土木費
879,461
11.7%

消防費
567,741
7.5%

公債費
526,538
7.0%

区　分 令和８年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 19億1,115万円 △5,382万1千円
（2.7％減）

介　護　保　険 19億7,155万8千円 2億6,942万3千円
（15.8％増）

後期高齢者医療 5億304万8千円 7,727万8千円
（18.2％増）

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業

事業収益 5億3,501万3千円 2,149万1千円
（4.2％増）

事業費用 5億531万9千円 △1,279万9千円
（2.5％減）

資本的収入 3億4,870万1千円 1億2,274万円
（54.3％増）

資本的支出 4億3,167万円 1億6,263万9千円
（60.5％増）

下
水
道
事
業

事業収益 4億8,696万9千円 933万4千円
（2.0％増）

事業費用 5億1,415万3千円 △1,494万2千円
（2.8％減）

資本的収入 1億8,568万2千円 1億1,256万5千円
（154％増）

資本的支出 3億1,343万円 9,567万6千円
（43.9％増）

３
月
定
例
会
概
要
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注目事業
　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
小
学
生
分

は
国
・
県
の
新
た
な
補
助
制
度
を
一
部

活
用
し
て
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
分
は
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
推
進

し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
先
導
的
官
民
連
携

支
援
事
業
と
し
て
実
施
し
た
総
合
公
園

Ｐパ
ー

ク

ａ
ｒ
ｋ-

Ｐピー
エ
フ
ア
イ

Ｆ
Ｉ
・
ス
モ
ー
ル
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
可
能
性
調
査
を
基

に
、
酒
々
井
総
合
公
園
等
官
民
連
携
事

業
公
募
準
備
業
務
を
進
め
ま
す
。

　
Ｐパ
ー

ク

ａ
ｒ
ｋ-

Ｐピー
エ
フ
ア
イ

Ｆ
Ｉ
・
ス
モ
ー
ル
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
に
よ
り
、
酒
々

井
総
合
公
園
を
中
心
に
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
へ
の
来
訪
者
を
町
内
へ
回
遊
さ
せ

る
と
と
も
に
、
町
有
施
設
等
と
の
連

携
に
よ
る
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
収
益
施
設
の
導
入
や
利
用
率

向
上
に
よ
る
公
的
負
担
の
軽
減
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等

周
辺
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

地
区
に
お
け
る
土
地
の
有
効
活
用

及
び
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、

候
補
地
検
討
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
及

び
そ
の
保
護

者
、
妊
婦
等

に
対
し
、
教

育
、
福
祉
、

保
健
等
、
子

育
て
支
援
の

情
報
提
供
及

び
必
要
に
応
じ
て
相
談
、
助
言
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
統
括
相
談
員
、

子
ど
も
家
庭
支
援
員
、
虐
待
対
応
専

門
員
を
配
置
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
の
安
定
及
び
産
業
の
振
興
を

目
的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端

末
の
導
入
に
際
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

学
校
給
食
費

　
　
無
償
化
事
業

企
業
誘
致

　
候
補
地
検
討
調
査

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
事
業

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
端
末
導
入
支
援
補
助
金

先
導
的
官
民

　
連
携
支
援
事
業

令
和
８
年
度
の

令
和
８
年
度
の6,317万8千円   

895万4千円

1,356万3千円

700万円

1,011万円

注
目
事
業

注
目
事
業

注
目
事
業

注
目
事
業

令和８年度
当初予算書は
こちらから
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議　案

【
議
案
第
３
号
】

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
１
号
】

町
長
等
の
酒
々
井
町
に
対
す
る

損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
議
案
に
注
目
！

犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
２
号
】

行
政
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
５
号
】

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
９
号
】

討
論

討
論

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
、
基
本
理
念
や
町
と

町
民
の
責
務
を
明
確
に
定
め
、
施
策

の
基
本
事
項
を
規
定
す
る
こ
と
で
、

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
の
取
り
組

み
を
総
合
的
に
推
進
し
、
犯
罪
被
害

者
等
が
受
け
た
被
害
の
回
復
や
軽
減

を
図
り
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
総
合
公
園
の
官
民
連
携
支
援
事
業

は
、
委
託
費
１
，
３
５
６
万
３
千
円

と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
町
民
に
説
明

し
て
か
ら
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
現
在
の
球
技
場
を
な
く
し
、「
オ

ブ
ス
タ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
」
を
設
置
す

る
計
画
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
な
ど
球

技
場
を
利
用
し
て
い
る
人
た
ち
に
説

明
も
な
い
。
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
公
園
維
持
管
理
の
た
め
に
利

用
料
や
駐
車
場
有
料
化
の
検
討
な
ど

問
題
が
あ
る
。
基
本
計
画
（
案
）
で

は
事
業
費
１
億
５
千
万
円
を
超
え
る

事
業
で
あ
る
。
町
民
に
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
７
年

度
に
大
幅
に
削
減
し
た
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金

制
度
は
町
民

の
要
望
に
応

え
ら
れ
て
い

な
い
。
新
年

度
予
算
を
認

め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
町
の
政
策
や
施
策
、
災
害
発
生
な

ど
緊
急
時
に
お
け
る
情
報
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
的
確
に
町
民
の
皆
様
に

お
届
け
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

現
在
の
企
画
財
政
課
で
行
っ
て
い
る

広
報
広
聴
業
務
、
税
務
住
民
課
で
行

っ
て
い
る
町
民
相
談
室
業
務
を
、
総

務
課
政
策
秘
書
室
の
業
務
に
移
動
さ

せ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
理
念
に
は
賛
成
す
る
が
、
二
つ
の

懸
念
が
あ
り
賛
成
し
か
ね
る
。
一
つ

目
は
、
こ
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る

う
え
で
、
認
可
基
準
が
緩
い
こ
と
。

二
つ
目
は
、
こ
ど
も
の
成
長
過
程
に

応
じ
た
保
育
の
専
門
性
・
重
要
性
を

軽
視
し
て
い
る
こ
と
。
柔
軟
で
タ
イ

ム
リ
ー
に
予
約
で
き
る
と
い
う
利
便

性
の
あ
る
事
業
と
し
て
い
る
が
、
現

場
の
状
況
を
考
え
ず
出
発
す
る
こ
と

に
疑
問
が
あ
る
。
質
の
確
保
さ
れ
た

保
育
を
保
障
す
る
な
ど
、
公
的
支
援

を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

　
国
保
税
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
」
が
加
算
さ
れ
る
が
、
国
保
事

業
に
は
使
わ
れ
な
い
。
国
保
事
業
の

目
的
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
は
、
国
庫
負
担
で

行
う
べ
き
で

あ
る
。

　
税
制
改
正
の
大
綱
に
お
い
て
課
税

限
度
額
や
低
所
得
者
向
け
の
軽
減
措

置
に
関
す
る
所
得
判
定
基
準
が
示
さ

れ
、
ま
た
、
千
葉
県
か
ら
令
和
８
年

度
の
標
準
保
険
税
率
が
提
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
則
し
て
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
が
こ
ど
も
家
庭
庁

よ
り
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当

町
と
し
て
も
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
の
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
事
業
実
施
に
向
け
、
国
の
基
準
に

沿
っ
て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

「
総
合
公
園
再
整
備
事
業
」は

町
民
の
合
意
が
必
要

　
竹
尾　
忠
雄　
議
員

反　対
議
案
第
17
号

質
の
高
い
保
育
は

公
的
支
援
の
拡
充
で

地
福　
美
枝
子　
議
員

反　対
議
案
第
３
号

国
保
税
に「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
」は
加
算
す
べ
き
で
は
な
い

地
福　
美
枝
子　
議
員

反　対
議
案
第
９
号

　

町
長
を
は
じ
め
と
す
る
公
務
員
は

予
期
せ
ぬ
事
態
か
ら
町
民
に
損
害
を

与
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
現

行
制
度
で
は
個
々
の
職
員
等
が
そ
の

責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
職
員
等
が
過
度
に

責
任
を
恐
れ
、
萎
縮
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
３
条
の
２
の
７
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

議
案

当
初
予
算
以
外
の
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【
発
議
案
第
２
号
】

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
を

糾
弾
し
、
外
交
努
力
に
よ
る
攻
撃
中
止

等
を
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

酒
々
井
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

【
発
議
案
第
１
号
】

議案・発議案

討
論

討
論

　
令
和
７
年
12
月
10
日
に
前
副
町
長

が
辞
任
さ
れ
て
か
ら
、
後
任
の
副
町

長
を
選
任
す
べ
く
、
千
葉
県
知
事
に

適
任
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
、
推
薦

の
あ
っ
た
五い

が
ら
し
十
嵐
昌し
ょ
う
児じ

氏
（
53
歳
）

を
選
任
す
る
た
め
に
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
中
川
調
節
池
整
備
事
業
は
、
20
年

前
に
計
画
し
、
当
時
「
事
業
費
は

５
億
円
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。
現

在
、
用
地
取
得
は
８
割
で
あ
る
。
20

年
前
に
策
定
し
た
設
計
で
前
町
長
が

令
和
７
年
10
月
に
一
部
工
事
を
契
約

し
た
。
私
が
１
月
に
事
業
費
や
維
持

管
理
費
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
町

か
ら
回
答
は
な
か
っ
た
。
治
水
対
策

は「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」

に
転
換
す
べ
き
で

あ
る
。
２
億
２
，

２
６
０
万
９
千
円

の
繰
越
に
反
対
す

る
。

　
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
へ
の
先
制
攻
撃
は
、
国
連
憲

章
と
国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で

あ
り
、
小
学
校
へ
の
攻
撃
で
は
児
童

１
７
５
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
全
国

の
地
方
議
会
で
も
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃

中
止
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ

て
い
る
。
平
和
憲
法
を
持
つ
日
本
政

府
は
外
交
努
力
で
直
ち
に
攻
撃
を
中

止
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
議

案
の
提
出
や
一
般
質
問
、
委
員
会
報

告
書
、
正
副
議
長
の
辞
職
、
議
員
の

辞
職
な
ど
、
こ
れ
ま
で
書
面
で
の
提

出
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
提
出
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
、
併
せ
て
文
言
調
整
の
見

直
し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

な
先
制
攻
撃
で
あ
り
、
断
固
糾
弾
す

る
も
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
イ
ラ
ン
政
権
を
「
巨
大
な
テ
ロ
組

織
」
と
決
め
つ
け
、
イ
ラ
ン
国
民
に

対
し
て
「
自
分
た
ち
の
政
府
を
乗
っ

取
れ
」
と
、
体
制
転
覆
を
公
然
と
呼

び
か
け
て
い
る
。
日
本
政
府
に
お
い

て
は
、
外
交
努
力
に
よ
り
、
ト
ラ
ン

プ
米
政
権
に
対
し
、
直
ち
に
攻
撃
を

中
止
し
、
交
渉
に
よ
る
解
決
に
立
ち

戻
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
く

要
求
す
る
。

　

地
福
議
員
よ
り
、
意
見
書
（
案
）

が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書

は
、
議
長
名
で
内
閣
総
理
大
臣
あ
て

に
提
出
し
ま
し
た
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

■
意
見
書
内
容
（
要
約
）

　
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
と
イ
ス
ラ
エ
ル

は
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
大
規
模
な
攻

撃
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
国
連
憲
章

と
国
際
法
を
乱
暴
に
蹂じ

ゅ
う
り
ん躙す

る
無
法

中
川
調
節
池
整
備
事
業

２
億
円
の
繰
越
に
反
対

竹
尾　
忠
雄　
議
員

反　対
議
案
第
12
号

罪
の
な
い
子
ど
も
た
ち
を
含
む

多
く
の
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

竹
尾　
忠
雄　
議
員

賛　成
発
議
案
第
２
号

人
事
案
件

副
町
長
に
五
十
嵐
氏
を
選
任

【
議
案
第
23
号
】

経 歴 （抜粋）

　 平成７年３月　早稲田大学卒業
　 平成９年４月　千葉県庁入庁
　 令和２年４月　企業局水道部給水課
　 　　　　　　  副課長
　 令和４年４月　議会事務局総務課副課長
　 令和７年４月　企業局管理部総務企画課
　 　　　　　　  副課長　　 五十嵐　昌児

副町長

令
和
７
年
度

補
正
予
算

　

今
回
の一般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
12
号
）
は
、
障
害
者
総
合
支
援

事
業
に
係
る
扶
助
費
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
事
業
に
係
る
返
還
金
、
そ
の

他
、
各
種
事
務
事
業
の
整
理
等
に
よ

る
決
算
見
込
み
か
ら
減
額
等
の
調
整

を
行
う
も
の
で
す
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

増　減 合　計

一般会計 ▲3億8,798万3千円 81億5,453万2千円

国保特別会計 343万1千円 19億6,849万6千円

介護保険特別会計 5,998万4千円 18億1,976万1千円

後期高齢者医療特別会計 1,816万5千円 4億4,532万9千円
水道事業会計

資本的収入のみ補正 346万7千円 2億3,780万8千円

■補正予算の変更額

令和７年度
補正予算書（第12号）
はこちらから
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〇�
ふ
る
さ
と
教
育「
酒
々
井
学
」

の
推
進

　
〇�

酒
々
井
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備

　
〇
学
校
給
食
費
の
無
償
化

　
〇�

国
指
定
史
跡
本
佐
倉
城
跡
の
保

存
・
整
備
・
活
用
を
推
進

　
〇�

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
の

実
施　
他

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
か

ら
、
令
和
８
年
度
の
主
要
施
策
や
予

算
編
成
を
は
じ
め
、
第
６
次
総
合
計

画
の
７
つ
の
政
策
分
野
ご
と
の
基
本

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
示
す
施
政

方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施政方針
演　説

（要約）

施政方針演説を行う金塚町長

国指定史跡本佐倉城跡

施政方針の
詳細は

こちらから

　
〇�

地
域
防
災
計
画
、
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
等
の
見
直
し

　
〇
消
防
団
員
の
確
保
と
充
実

　
〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
拡
充

　
〇
防
犯
教
育
の
推
進

　
〇�

質
の
高
い
相
談
員
に
よ
る
消
費

生
活
相
談
の
実
施　
他

　
〇
馬
橋
川
沿
岸
盛
土
の
対
策
工
事
の
実
施

　
〇
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

　
〇
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
対
策

　
〇�

総
合
公
園
が
一
日
楽
し
め
る
公

園
と
な
る
よ
う
、
官
民
連
携
手

法
の
導
入
を
含
め
、
多
面
的
な

視
点
か
ら
調
査
・
研
究　
他

　
〇�

京
成
宗
吾
参
道
駅
周
辺
の
土
地

利
用
及
び
ち
び
っ
こ
天
国
跡
地

利
用
の
検
討

　
〇
「
酒
々
井
産
」
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ

　
○
企
業
誘
致
の
促
進

　
○
町
内
観
光
等
情
報
発
信
強
化

　
○�

成
田
空
港
機
能
拡
張
を
見
据
え

た
多
様
な
ま
ち
づ
く
り　
他

　
○�

国
道
51
号
の
未
改
良
区
間
の
整

備
及
び
国
道
２
９
６
号
交
差
点

改
良
に
関
す
る
要
望

　
○�

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
ト
イ
レ
改
修
及

び
京
成
宗
吾
参
道
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
要
望

　
○�

中
川
流
域
治
水
対
策
、
馬
橋
川

周
辺
の
治
水
対
策　
他

　
〇�

第
６
次
総
合
計
画
・
後
期
基
本

計
画
」
の
策
定

　
○
定
住
促
進
に
よ
る
税
収
の
増
加

　
○�
政
策
に
即
し
た
行
政
組
織
の
見

直
し　
他

　

私
の
政
治
理
念
は
、「
ま
ち
づ
く

り
は
ひ
と
づ
く
り
」
で
す
。
地
域
社

会
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
に
住
む
人
々
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
、
共
に
成
長
を
遂
げ
、

新
し
い
価
値
や
概
念
が
生
み
出
さ
れ

る
と
い
う
創
造
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ト
や
モ
ノ
な
ど
限
ら
れ
た
資
源

の
な
か
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
未
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け

で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
ご
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

議
員
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、
全
て
の
町

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
よ
り
良
い

酒
々
井
の
未
来
を
築
き
上
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

町
長
挨
拶
引
用
）

　
〇
各
種
検
診
の
充
実

　
〇
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
事
業

　
〇
高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費
助
成

　
〇
介
護
予
防
事
業
の
推
進　
他

令
和
８
年
度
の
主
要
施
策

ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り

①
健
康
・
福
祉
・
子
育
て

②
教
育
・
文
化　
　
　

③
生
活
安
全　
　
　

  

⑦
地
域
生
活
・
行
財
政

⑥
産
業
・
経
済　
　
　

⑤
都
市
基
盤　
　
　

④
環
境
共
生

跡地利用を検討中の
ちびっこ天国

施政方針
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各常任委員会での 審査結果
各常任委員会の審査結果

◎…委員長　　○…副委員長

総務常任委員会
委員　◎小早稲／○白井
　　　　 髙﨑／大石
　　　　 綿貫

■�総務課、企画財政課、税務住民課、くらし安全
　協働課、会計室、 議会事務局、選挙管理委員会、
　監査委員、その他の事務についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第１号 町長等の酒々井町に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例の
制定について ４ ０ 原案可決

議案第２号 酒々井町犯罪被害者等支援条例の制定について ４ ０ 原案可決
議案第５号 酒々井町行政組織条例の一部を改正する条例の制定について ４ ０ 原案可決
議案第６号 酒々井町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について ４ ０ 原案可決

議案第８号 酒々井町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について ４ ０ 原案可決

議案第９号 酒々井町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ４ ０ 原案可決
議案第 12号 令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第９号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決
議案第 17号 令和８年度酒々井町一般会計予算 ※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

委員　◎酒瀨川／○白井
　　　　地福／川島／木内／小坂教育民生常任委員会 ■�健康福祉課、教育委員会に

ついての審査を担当

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第３号 酒々井町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について ４ １ 原案可決

議案第４号 酒々井町国民健康保険高額療養費貸付基金の設置、管理及び運営に
関する条例を廃止する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第７号 特別職の職員等で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第 12号 令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第９号）※委員会担当分野 ５ ０ 原案可決
議案第 13号 令和７年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ５ ０ 原案可決
議案第 14号 令和７年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第３号） ５ ０ 原案可決
議案第 15号 令和７年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ５ ０ 原案可決
議案第 17号 令和８年度酒々井町一般会計予算 ※委員会担当分野 ４ １ 原案可決
議案第 18号 令和８年度酒々井町国民健康保険特別会計予算 ４ １ 原案可決
議案第 19号 令和８年度酒々井町介護保険特別会計予算 ４ １ 原案可決
議案第 20号 令和８年度酒々井町後期高齢者医療特別会計予算 ４ １ 原案可決

委員　◎江澤／○竹尾
　　　　齊藤／綿貫
　　　　岡野

経済建設常任委員会
■�経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、文化観光課、
　農業委員会についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第 10号 酒々井町農業改良資金利子補給条例の一部を改正する条例の制定に
ついて ４ ０ 原案可決

議案第 11号 酒々井町火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について ４ ０ 原案可決
議案第 12号 令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第９号）※委員会担当分野 ３ １ 原案可決
議案第 16号 令和７年度酒々井町水道事業会計補正予算（第３号） ４ ０ 原案可決
議案第 17号 令和８年度酒々井町一般会計予算 ※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決
議案第 21号 令和８年度酒々井町水道事業会計予算 ４ ０ 原案可決
議案第 22号 令和８年度酒々井町下水道事業会計予算 ４ ０ 原案可決
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本会議での審議結果

本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　（９番・10番は欠員、議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

３月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
　
坂

岡
　
野

綿
　
貫

木
　
内

小
早
稲

白
　
井

大
　
石

酒
瀨
川

欠
　
員

欠
　
員

川
　
島

齊
藤
議
長

竹
　
尾

地
　
福

江
　
澤

髙
　
﨑

〈 条例の制定・一部改正 〉

１
町長等の酒々井町に対する損害賠償責任の一部免責に関
する条例の制定について　

［掲載：４ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

2 酒々井町犯罪被害者等支援条例の制定について
［掲載：４ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

3
酒々井町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例の制定について 

［掲載：４ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

４

酒々井町国民健康保険高額療養費貸付基金の設置、
管理及び運営に関する条例を廃止する条例の制定に
ついて　
…マイナ保険証への移行等に伴い、本制度を廃止し、基
金に関する条例を廃止するもの。

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

５
酒々井町行政組織条例の一部を改正する条例の制定
について

［掲載：４ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

６

酒々井町行政手続条例の一部を改正する条例の制定
について
…行政手続法において、聴聞及び弁明の機会の付与の通
知に係る公示送達をデジタル化するとされたことから、
準拠した内容に改正するもの。

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

７
特別職の職員等で非常勤の者の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定について
…学校運営協議会を設置するにあたり、委員の報酬に関
し必要な事項を定めるもの。

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

８

酒々井町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
…一般職の職員等が自家用車通勤等のために利用する駐
車場等賃貸借料に対し、通勤手当の支給を行うにあたり、
所要の改正を行うもの。

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

９
酒々井町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について

［掲載：４ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

10
酒々井町農業改良資金利子補給条例の一部を改正す
る条例の制定について
…融資機関において、融資体制の変更があったことから、
所要の改正を行うもの。

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

11
酒々井町火入れに関する条例の一部を改正する条例
の制定について
…気象条件の表現を現代法令に改めるなど、文言の整理
等を行うため、改正を行うもの。

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○
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本会議での審議結果

本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　（９番・10番は欠員、議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

３月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
　
坂

岡
　
野

綿
　
貫

木
　
内

小
早
稲

白
　
井

大
　
石

酒
瀨
川

欠
　
員

欠
　
員

川
　
島

齊
藤
議
長

竹
　
尾

地
　
福

江
　
澤

髙
　
﨑

〈 令和７年度補正予算 〉

12 令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第９号）
［掲載：５ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

13
令和７年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
［掲載：５ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

14 令和７年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第３号）
［掲載：５ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

15
令和７年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）

［掲載：５ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

16 令和７年度酒々井町水道事業会計補正予算（第３号）
［掲載：５ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

〈令和８年度当初予算 〉

17 令和８年度酒々井町一般会計予算
［掲載：２・３ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

18 令和８年度酒々井町国民健康保険特別会計予算
［掲載：２ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

19 令和８年度酒々井町介護保険特別会計予算
［掲載：２ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

20 令和８年度酒々井町後期高齢者医療特別会計予算
［掲載：２ページ］

可　決
賛11・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― × × ○ ○

21 令和８年度酒々井町水道事業会計予算
［掲載：２ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

22 令和８年度酒々井町下水道事業会計予算
［掲載：２ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

〈 人事案件 〉

23 副町長の選任につき同意を求めることについて
［掲載：５ページ］

同　意
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

〈 発議案 〉議員提出による議案

１
酒々井町議会会議規則の一部を改正する規則の制定に
ついて

［掲載：５ページ］

可　決
賛13・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○

２
トランプ米政権によるイラン攻撃を糾弾し、外交努
力による攻撃中止等を働きかけることを求める意見
書の提出について

［掲載：５ページ］

可　決
賛７・否 6 × × × ○ × ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ × ×
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一般質問

一 般 質 問

　一般質問とは、議員が、町の事務
の執行状況や、将来の方針などにつ
いての報告や説明を、町長などの執
行機関に求めることです。
　 ３ 月 定 例 会 で は、 ３ 月 10 日、
11 日の２日間で、８名の議員が登
壇し、町政について質問しました。
　ここでは、質問と答弁を要約した
内容を、質問順にお知らせします。

※今回の令和８年第２回定例会の会
議録 ( ５月下旬発
行予定 ) は、
インターネットま
たは図書館でご覧
いただけます

こ
こ
が

き
た
い

聞聞聞聞

う

え
を

町町町町

問問問問

考考考考
の

議会の様子 (録画 ) を公開しています
議員下のＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の動画がご覧いただけ
ます。

本会議録画中継
はこちらから➡

動画視聴

１
（P11） 江澤　眞一 ▶ 小、中学校の体育館の空調整備について

▶ 墨工業団地について

２
（P11） 小坂　和也

▶ 総合公園等の今後のあり方について
▶ 既存施設の複合化を最優先とした拠点
  再編について

３
（P12） 地福 美枝子

▶ 町の公共交通について
▶ 空き家対策について
▶ こども誰でも通園制度について

４
（P12） 小早稲 美穂 ▶ 小中学校の今後のあり方について

５
（P13） 白井　則邦

▶ 職員のメンタルヘルス対策について
▶ 医療的ケア児の支援について
▶ 少子化対策・子育て世帯支援について
▶ 教育職員等による児童生徒性暴力等の
  防止等について
▶ 離婚後共同親権等の導入について

６
（P13） 岡野　義広

▶ 成田空港「第２の開港プロジェクト」を
  活かした発展するまちづくりについて
▶ 第 6 次総合計画の前期基本計画の成果
  評価と後期基本計画の策定について
▶ 県道の整備について

７
（P14） 川島　邦彦 ▶ 成田空港の機能強化について

▶ 高齢者一人世帯の対策について

８
（P14） 竹尾　忠雄

▶ 通学路の安全対策について
▶ 安全な中学校グラウンドについて
▶ 京成宗吾参道駅のバリアフリー化について
▶ ＪＡ跡地について

※各議員の質問事項については、本誌に掲載してある質問をゴシック体で表記しています。

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員
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一般質問
問　
小
、
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
整
備
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業
と
し
て
空
調
整

備
臨
時
特
例
交
付
金
補
助
率
50
％
、
上
限
７
，

０
０
０
万
円
が
あ
り
、
さ
ら
に
地
方
負
担
分

の
１
０
０
％
地
方
債
充
当
可
能
で
、
実
質
負

担
は
25
％
軽
減
さ
れ
る
補
助
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
令
和
７
年
８
月
に
各
小
中
学
校
体
育

館
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
導
入
し
た
。
エ

ア
コ
ン
の
設
置
は
、
補
助
金
や
起
債
が
利
用

で
き
る
と
は
い
え
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町
の
取
り
組
み
状

況
を
研
究
し
な
が
ら
、
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
選
定
・
検
討
を
含
め
、
老
朽
化
す
る
各

小
中
学
校
の
改
修
と
あ
わ
せ
効
率
的
・
効
果

的
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

墨
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
の
状
況
は

問　
墨
工
業
団
地
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
墨
工
業
団
地
は
全
４
区
画

の
う
ち
、
平
成
９
年
６
月
に
１
社
、
平
成
23

年
３
月
に
１
社
が
工
場
を
稼
働
さ
せ
、
生
産

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年
３
月
に

残
り
２
区
画
を
１
社
が
取
得
し
、
食
品
加
工

場
等
施
設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。
町
で

は
当
該
企
業
の
早
期
進
出
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
が
、
近
年
の
物
価
高
騰
の
影
響

で
設
備
投
資
に
か
か
る
費
用
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
た
め
、
企
業
側
が
進
出
時
期
を
慎

重
に
見
極
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

答
多
額
の
予
算
が
必
要
。
学
校
の
改
修
と

あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

問
有
利
な
補
助
金
等
を
活
用
し
て
、

体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
整
備
を

江澤 眞一江澤 眞一議員議員

体育館へ導入済みの
スポットクーラー

早期の企業進出が望まれる
墨工業団地

小坂 和也小坂 和也議員議員

問　
老
朽
化
し
た
遊
具
に
つ
い
て
、
町
は
原

則
撤
去
を
基
本
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と

も
更
新
・
再
建
も
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
て

い
る
の
か
、
基
本
方
針
を
伺
う
。
ま
た
、
そ

の
判
断
に
あ
た
り
、
安
全
性
や
コ
ス
ト
の
み

な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
価
値
や
地
域

の
記
憶
と
い
っ
た
観
点
が
ど
の
よ
う
に
考
慮

さ
れ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
撤
去
と
更
新
・
再
建
の

二
つ
の
選
択
肢
を
前
提
に
検
討
し
て
い
る
。

利
用
状
況
等
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
方
針
を

決
め
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
体
験
価
値
等

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安
全
を
最
優
先
し

た
結
果
と
考
え
て
い
る
。

問　
総
合
公
園
の
大
型
遊
具
再
設
置
に
つ
い

て
、
考
え
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
仮
に
再
建

を
検
討
す
る
場
合
、
財
源
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
一
般
財
源
、
補
助

金
、
寄
附
等
を
含
め
た
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
総
合
公
園
は
「
も
っ
と
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
楽
し
く
な
る
公
園
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
オ
ブ
ス
タ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
認
コ
ー

ス
の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
る
。
財
源
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
等
を
想
定
し
、
町

に
有
益
と
な
る
財
源
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
大
型
遊
具
撤
去
後
、
子
ど
も
や
家
族
連

れ
の
利
用
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
、
町
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

把
握
し
て
い
な
い
場
合
は
、
今
後
の
施
設
整

備
の
判
断
材
料
と
す
る
た
め
、
利
用
者
属
性

や
利
用
実
態
の
調
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　
利
用
状
況
調
査
は
し
て
い
な
い
が
、

事
業
者
に
よ
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、「
き
れ
い
な
ト
イ
レ
」「
屋
根
付
き
ス
ペ

ー
ス
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

公
共
施
設
の
機
能
集
約
等
を
検
討
す
べ
き

問　
公
共
施
設
を
機
能
集
約
・
役
割
分
担
さ

せ
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
不
要
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
売
却
や

利
活
用
に
よ
り
資
産
化
し
、
そ
の
財
源
を
他

の
施
策
に
再
配
分
す
べ
き
と
考
え
る
。
町
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
既
存
施
設
の
複
合
化
を

町
政
の
重
要
方
針
と
し
て
進
め
る
考
え
が
あ

る
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　
町
の
施
策
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
各
公
共
施
設
の
利
用
状
況

等
を
確
認
し
、
利
用
実
態
が
低
下
し
て
い
る

施
設
は
売
却
や
賃
貸
等
の
検
討
を
行
い
、
財

源
化
を
進
め
て
い
く
。

問答
総
合
公
園
に
大
型
遊
具
再
設
置
の
考
え

は
あ
る
の
か

オ
ブ
ス
タ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
認
コ
ー
ス
の

設
置
等
を
検
討
し
て
い
る
。

オブスタクルスポーツとは、いろいろな障害物をクリアしてタイムを競うスポーツで、2028年ロサン
ゼルスオリンピックから、近代五種の一つとして採用される新競技です。

こと ば
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一般質問

問
新
た
な
公
共
交
通
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
の
か

答
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

を
含
め
調
査
・
研
究
し
て
い
く

問　
町
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
ふ
れ
愛
タ

ク
シ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長　
運
転
手
、
燃
料
費
等
の
問
題
が
あ

り
、
継
続
す
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
「
や
め

る
・
や
め
な
い
」
で
は
な
く
、
現
状
の
ま
ま

続
け
る
の
は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
町
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

検
討
を
し
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

町
長　
以
前
、
町
内
循
環
バ
ス
の
導
入
を
検

討
し
た
が
、
大
変
厳
し
い
収
支
に
な
る
と
判

断
し
、
導
入
を
見
送
っ
た
。
今
後
は
、
現
行

の
路
線
バ
ス
の
維
持
、
確
保
を
図
る
た
め
の

方
策
を
優
先
し
、
路
線
バ
ス
の
な
い
地
域
に

つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
導
入
を
含
め
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問　
運
転
手
不
足
は
、
今
や
社
会
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
町
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
千
葉
県
で
は
公
共
交
通
事
業
者
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
が
、
町
に
お
い
て
も
、

運
転
手
の
処
遇
改
善
等
へ
の
対
応
を
含
め
、

令
和
８
年
度
予
算
に
お
い
て
事
業
者
へ
の
支

援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
の
空
き
家
対
策
は

問　
現
在
の
町
の
空
き
家
の
戸
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
令
和
５
年
度
に
実
施
し

た
空
き
家
等
実
態
調
査
業
務
に
よ
り
、

１
２
８
戸
と
な
っ
て
い
る
。

問　
町
の
空
き
家
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な

事
業
が
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協

定
を
結
び
、
「
空
き
家
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
配
布
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
危
険
空
き
家
等
の
除
却
及
び
子
育
て

世
帯
空
き
家
活
用
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
を

令
和
８
年
度
よ
り
実
施
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　
令
和
３
年
度
よ
り
「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」
を
運
用
し
て
い
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
状
況
は

問　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
進
捗

状
況
は
。

こ
ど
も
課
長　
事
業
を

実
施
す
る
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ

い
」
と
の
調
整
等
も
済

み
、
概
ね
順
調
に
準
備

は
進
ん
で
い
る
。

地福 美枝子地福 美枝子議員議員

問　
学
校
施
設
の
あ
り
方
検
討
会
議
の
設
置

経
緯
や
検
討
内
容
・
検
討
結
果
を
伺
う
。

教
育
次
長　
人
口
減
少
や
児
童
生
徒
の
将
来

予
測
等
か
ら
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
検
討
な
ど
を
議
題
に
令
和
６
年
度
に
検
討

を
行
っ
た
。
検
討
会
で
は
現
状
の
３
校
維
持

を
含
め
５
つ
の
再
編
・
整
備
の
パ
タ
ー
ン
を

作
成
し
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
の
整

理
、
検
討
を
行
い
つ
つ
、
住
民
と
の
合
意
形

成
の
重
要
性
に
鑑
み
、
合
意
形
成
を
図
る
た

め
の
過
程
等
を
作
成
し
、
閉
会
し
た
。

問　
検
討
会
議
の
報
告
を
受
け
、
今
後
の
小

中
学
校
施
設
の
統
廃
合
問
題
や
施
設
改
修
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
検
討
会

議
の
報
告
を
受
け
、
委
員
協
議
会
で
協
議

し
、
「
現
在
の
３
校
を
維
持
し
、
老
朽
化
す

る
各
小
中
学
校
の
改
修
に
早
急
に
取
り
組

む
」
と
の
意
見
と
な
っ
た
。
こ
の
意
見
は
総

合
教
育
会
議
で
申
し
上
げ
、
金
塚
町
長
も
３

校
維
持
の
方
針
を
示
さ
れ
た
。

問　
教
育
委
員
会
し
て
の
「
意
見
」
と
の
事

だ
が
、
学
校
の
統
廃
合
は
教
育
委
員
会
が
決

定
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

教
育
次
長　
教
育
基
本
法
に
よ
り
、
小
中
学

校
の
設
置
者
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
町
に

な
る
。
教
育
委
員
会
は
設
置
者
の
教
育
行
政

を
具
体
的
に
執
行
す
る
機
関
に
な
る
。

問　
各
校
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長　
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

つ
つ
、
来
年
度
以
降
、
具
体
的
な
整
備
・
改

修
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
今
回
は
3

校
維
持
の
方
針
だ
が
、
仮
に
、
将
来
、
児
童

生
徒
数
が
推
計
よ
り
減
少
し
、
国
の
政
策
や

社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
も
し
、

学
校
の
統
合
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
場
合
、
住
民
合
意
を
図
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
学
校
統
廃
合
は
教
育
問
題
の
み

な
ら
ず
、
防
災
対
策
等
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
総
合
計
画
で
方
向
性
を
示
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
町
長
や
教
育

委
員
会
に
よ
る
政
策
の
方
向
性
を
確
認
し
つ

つ
、
地
域
住
民
へ
説
明
会
の
実
施
な
ど
、
住

民
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
、
議
会
へ

議
案
提
出
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問
小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
は

答
現
在
の
３
校
を
維
持
し
て
い
く

小早稲 美穂小早稲 美穂 議員議員

グリーンスローモビリティとは、電動車で時速20km未満で公道を走る移動サービスです。
地域が抱える様々な交通課題の解決や低炭素型交通の確立が期待されています。

こと ば
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一般質問

答
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
し
、

環
境
改
善
等
に
努
め
て
い
る

問　
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
対
す

る
計
画
や
基
本
指
針
な
ど
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
人
事
院
の
指
針
を
基
本
と
し
て

い
る
た
め
、
町
で
は
策
定
し
て
い
な
い
。
職

員
に
は
毎
年
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実

施
し
、
高
ス
ト
レ
ス
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
産
業
医
の
面
談
を
促
す
と
と
も
に
、
課
単

位
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
分
析
結
果
は
、

衛
生
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
、
環
境
改
善
等

の
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
は
町
の
責
務

問　
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
策
及
び
小
中
学

校
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
相

談
先
と
し
て
「
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ

ー
」
が
あ
り
、
退
院
前
か
ら
医
療
、
福
祉
、

保
健
、
子
育
て
支
援
、
教
育
等
の
関
係
機
関

が
連
携
し
、
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
ど
も
課
長　
小
中
学
校
に
は
、
多
目
的
ト

イ
レ
や
車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
は
設
置
し
て

お
り
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
快
適
に
学
び
、

よ
り
良
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
老
朽
化
す
る

各
学
校
の
改
修
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
他
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検
討
し
て
い
く
。

「
少
子
化
対
策
」
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

問　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
「
地
域
少
子
化
対
策

重
点
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
、
結
婚
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
の
「
切
れ
目
の
な
い
支

援
」
を
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
や
そ
の
情
報
発
信
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
調
査
・
研
究

し
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
職
員
に
よ
る
性
暴
力
等
の
防
止
を

問　
児
童
生
徒
へ
の
わ
い
せ
つ
行
為
等
に
よ

り
免
許
を
失
効
し
た
教
員
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
つ
い
て
、
酒
々
井
町
の
教
育
施
設
で
は
、

児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力
防
止
の
た
め
に
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
教
職
員
等
の
任
命
権
者
は

千
葉
県
教
育
委
員
会
で
あ
り
、
任
命
ま
た
は

雇
用
す
る
際
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
課
長　
保
育
士
の
新
規
採
用
に
対

し
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
る
。
こ
ど
も

に
関
わ
る
人
材
が
適
切
か
否
か
の
確
認
を
行

い
、
保
育
現
場
に
お
け
る
わ
い
せ
つ
行
為
等

の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

問
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

白井 則邦白井 則邦議員議員

問　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案

は
、
町
財
政
の
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
目

玉
と
な
る
主
要
な
事
業
は
何
か
伺
う
。

町
長　
公
約
で
あ
る
「
成
田
空
港
『
第
２
の

開
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
活
か
し
た
発
展
す

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

で
将
来
に
繋
が
る
新
た
な
財
源
確
保
に
向
け

施
策
展
開
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
重
点
的
に

財
源
を
投
資
し
て
い
る
。

問　
「
成
田
空
港
『
第
２
の
開
港
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
を
活
か
し
た
発
展
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
関
連
す
る
民
間
企
業
等
、
例
え
ば
京

成
電
鉄
㈱
な
ど
を
訪
問
し
た
の
か
伺
う
。

町
長　

１
月
に
京
成
電
鉄
㈱
本
社
を
訪
問

し
、
社
長
に
ご
挨
拶
を
し
、
数
日
後
に
は
、
同

社
の
会
長
は
じ
め
役
員
が
お
越
し
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
双
方
の
努
力
に
よ

り
、
沿
線
全
体
と
し
て
の
発
展
を
目
指
し
、

地
域
全
体
で
の
利
益
に
結
び
付
け
て
い
き
た

い
と
、
相
互
に
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

後
期
基
本
計
画
の
策
定
方
針
は

問　
令
和
８
年
度
は
、
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
着
手
す
る
が
、
前
期
基
本
計
画
策
定
時

と
は
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。
策
定
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
前
期
基
本
計
画
で
も
、
成
田
空
港
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る
も

の
の
、
千
葉
県
全
域
が
国
家
戦
略
特
区
に
指

定
さ
れ
る
な
ど
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発

展
し
て
い
る
。
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
等

を
踏
ま
え
た
中
で
基
本
的
な
部
分
は
前
期
基

本
計
画
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
物
価
高
騰
な

ど
社
会
環
境
の
変
化
等
を
的
確
に
捉
え
た
計

画
と
な
る
よ
う
策
定
し
て
い
く
。

県
道
の
改
良
工
事
進
捗
状
況
は

問　
県
道
富
里
酒
々
井
線
の
古
沢
橋
を
含
む

歩
道
整
備
、
国
道
２
９
６
号
線
墨
入
口
交
差

点
の
朝
夕
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
進
捗
状
況
と
見
通
し
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
県
道
富
里
酒
々
井
線
は

１
，
７
０
０
ｍ
の
現
道
拡
幅
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
１
，
０
０
０
ｍ
が
完
了
し

て
い
る
。
残
り
の
区
間
は
、
用
地
が
確
保
で

き
た
所
か
ら
道
路
改
良
工
事
を
行
と
と
も

に
、
古
沢
橋
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
会
社

と
歩
道
整
備
の
手
法
な
ど
協
議
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
墨
入
口
交
差
点
は
、
交

差
点
改
良
の
検
討
を
し
て
お
り
、
令
和
７
年

度
は
設
計
業
務
に
必
要
な
地
形
測
量
を
実
施

し
た
と
千
葉
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

問答
令
和
８
年
度
に
目
玉
と
な
る

主
要
な
事
業
は
何
か

将
来
に
繋
が
る
新
た
な
財
源
確
保
に
向
け

た
事
業
に
重
点
的
に
財
源
を
投
資
す
る

岡野 義広岡野 義広議員議員
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一般質問
　
成
田
空
港
の
機
能
強
化
を
意
識
し
て
対
応

が
必
要
と
考
え
る
が
、
主
な
課
題
を
伺
う
。

問　
道
路
網
の
、
と
り
わ
け
国
道
51
号
の
片

道
２
車
線
化
に
つ
い
て
、
未
整
備
の
多
い
佐

倉
市
と
連
携
し
て
推
進
す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
千
葉
市
や
佐
倉
市
な
ど

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、
全
線
４
車
線
化
の

早
期
実
現
を
要
望
し
て
い
る
。
佐
倉
市
と
は

次
期
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

問　

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
の
増
便
に
つ
い

て
、
京
成
電
鉄
に
働
き
か
け
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
成
田
空
港
「
第
２
の
開
港
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
り
増
加
す
る
鉄
道
利
用
者
の
需

要
予
測
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
と
連
携

し
、
情
報
収
集
に
努
め
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

国
、
県
、
鉄
道
事
業
者
に
要
望
し
て
い
く
。

　

移
住
者
受
け
入
れ
が
可
能
と
考
え
る
が
、

以
下
３
か
所
の
捉
え
方
を
伺
う
。

問　
ち
び
っ
こ
天
国
を
早
期
に
解
体
し
、
住

宅
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
環
境
課
長　
施
設
の
解
体
・
更
地
に
町

民
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
民
間
企
業
に
よ

る
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
利
益
と
な
る
よ

う
よ
り
良
い
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
隣
の
公
共
用
地

に
高
層
住
宅
を
建
築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

土
地
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
町
全
体
で
協
議
・
検
討
す
べ
き
事
項
と

考
え
て
い
る
。

問　
中
川
調
節
池
予
定
地
は
税
収
源
の
一
等

地
と
捉
え
、
治
水
効
果
を
検
証
の
う
え
慎
重

に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
中
川
調
節
池
予
定
地
の

選
定
は
複
数
案
を
比
較
し
、現
在
の
事
業
地

が
最
適
と
判
断
し
た
。空
港
内
従
業
員
の
受

け
皿
と
し
て
は
、職
住
近
接
を
活
か
し
た
宗
吾

参
道
駅
周
辺
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
一
人
世
帯
の
安
否
確
認
充
実
を

問　
85
歳
以
上
の
一
人
世
帯
４
４
４
人
に
対

し
、
異
変
を
自
動
で
知
ら
せ
る
装
置
の
導
入

を
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
「
24
時
間
で
一
度
も
人
の

気
配
が
な
い
場
合
に
安
否
を
疑
う
装
置
」
導

入
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
装
置

の
使
い
や
す
さ
、
利
用
者
の
自
己
負
担
等
を

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

答
関
係
機
関
と
連
携
し
て

要
望
等
し
て
い
く

問
就
業
者
の
大
幅
増
加
を
見
据
え
た
対
応

が
必
要
で
は
な
い
か

川島 邦彦川島 邦彦議員議員

問　
上
岩
橋
上
郷
地
区
の
通
学
路
は
平
成
22

年
度
中
学
生
模
擬
議
会
で
「
田
ん
ぼ
の
間
を

通
る
道
に
歩
道
も
な
く
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も

な
い
の
で
、
車
が
通
る
た
び
に
怖
い
思
い
を

し
て
い
る
」
と
生
徒
の
訴
え
に
対
し
、
前
町

長
は
「
通
学
路
と
し
て
安
全
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
道
路
で
あ
る
」
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
金
塚
町
長
の
認
識
を
伺
う
。

町
長　
当
該
路
線
は
、
中
川
調
節
地
整
備
の

搬
入
出
路
と
し
て
も
計
画
し
て
い
る
。
搬
入

出
路
整
備
に
合
わ
せ
、
現
道
拡
幅
も
含
め
て

安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

安
心
し
て
部
活
動
で
き
る
環
境
整
備
を

問　
平
成
21
年
度
中
学
生
模
擬
議
会
で
「
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
と
野

球
部
が
交
差
し
て
危
険
」
と
生
徒
の
訴
え
に

対
し
、
町
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
基
本
設
計

を
作
成
し
、
用
地
も
取
得
し
た
が
、
現
在
も

活
用
さ
れ
ず
、
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
も
活

用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば

生
徒
が
安
心
し
て
部
活
動
に
励
め
る
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
危
険
性
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
令
和

８
年
度
予
算
に
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ネ
ッ
ト

ポ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去
及
び
ユ
リ
ノ
キ

の
伐
根
を
行
う
経
費
を
計
上
し
た
。

京
成
宗
吾
参
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

問　
昨
年
６
月
議
会
で
「
７
月
に
京
成
電
鉄

㈱
の
社
長
に
会
お
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
前

町
長
が
答
弁
さ
れ
た
。
京
成
電
鉄
㈱
に
要
望

書
を
提
出
さ
れ
た
の
か
伺
う
。
ま
た
、
京
成

電
鉄
㈱
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
昨
年
７
月
に
前
町
長
及
び

関
係
職
員
が
本
社
を
訪
問
し
、
会
長
等
と
面

談
し
、
前
町
長
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
口

頭
で
要
望
し
、
会
長
か
ら
は
粛
々
と
整
備
を

行
っ
て
い
く
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
跡
地
の
解
体
・
活
用
を

問　
Ｊ
Ａ
跡
地
の
解
体
見
通
し
と
跡
地
活
用

を
再
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。
ま
た
、
東
酒
々
井
自
治
連
合
会
議

よ
り
Ｊ
Ａ
跡
地
に
つ
い
て
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
と
聞
い
た
が
、
要
望
内
容
を
伺
う
。

町
長　
Ｊ
Ａ
跡
地
は
、
民
間
事
業
者
を
誘
致

す
る
な
ど
、
町
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の

と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
東
酒
々
井
自
治
連
合
会

議
よ
り
、
Ｊ
Ａ
跡
地
に
つ
い
て
、
今
後
の
方

針
を
策
定
し
、
速
や
か
な
対
応
を
お
願
い
す

る
と
の
要
望
を
頂
い
た
。

答
現
道
拡
幅
な
ど
、
安
全
対
策
を

検
討
し
て
い
く

問
「
車
が
通
る
た
び
に
怖
い
思
い
を
し
て

い
る
」
と
生
徒
の
訴
え
が
あ
る

竹尾 忠雄竹尾 忠雄議員議員
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議会だよりができるまで

「「議会だより議会だより」」ができるまで
　

年
４
回
の
定
例
会
ご
と
に
発
行

し
て
い
る
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議

会
活
動
や
審
議
結
果
等
を
お
知
ら

せ
す
る
重
要
な
情
報
紙
で
す
。

　

酒
々
井
町
議
会
で
は
、
議
会
だ

よ
り
編
集
特
別
委
員
会
（
定
数
６

名
）
を
設
置
し
、
町
民
皆
さ
ま
に

分
か
り
や
す
く
、
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
と

な
る
よ
う
心
が
け
て
編
集
・
発
行

を
し
て
い
ま
す
。

編集委員会の様子

第１回　編集委員会第１回　編集委員会
・紙面構成　・掲載内容の確認・紙面構成　・掲載内容の確認

・原稿の作成　・写真撮影等・原稿の作成　・写真撮影等

各議員及び担当課にて原稿チェック各議員及び担当課にて原稿チェック

・表紙の選定　・原稿の最終確認等・表紙の選定　・原稿の最終確認等

・新聞折り込み　・郵送　・公共施設等での配布・新聞折り込み　・郵送　・公共施設等での配布

議会だより議会だより  編集の流れ編集の流れ

校　正校　正

第２回　編集委員会第２回　編集委員会

完成、発行完成、発行



　
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
近
年
、
災
害
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。『
そ
な
え
よ
つ
ね
に
』

皆
さ
ん
、
お
一
人
お
一
人
自
分

に
合
っ
た
備
え
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
議

会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
皆
様
と
よ
り
よ
い
町

を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

委 

員 

長　
　
岡
野　

義
広

副
委
員
長　
　
小
坂　

和
也

委　
　
員　
　
大
石　

法
子

委　
　
員　
　
小
早
稲　
美
穂

委　
　
員　
　
木
内　

信
子

委　
　
員　
　
綿
貫　
　

薫

編
集
に
あ
た
っ
て

　
次
の
定
例
会
は
、
６
月
２
日

に
開
会
す
る
予
定
で
す
。

　
会
期
の
予
定
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
（
３
８
２
）
２
３
３
１

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

きました聞聞

住みよい酒々井をつくる住みよい酒々井をつくる

防災の会の皆さん防災の会の皆さんに
❶ 酒々井町はどんなところ？
❷ 活動で大変なことや苦労したことは？
❸ 町にどのようなことを期待しますか？

　住みよい酒々井をつくる防災の会では、災害発生に備え、平常時に情報交換などを行いながら会員相互
の連絡を密にするとともに、自治会や自主防災会が行う防災訓練の支援活動等を行い、酒々井町の防災力
向上に貢献されています。

❶歴史のある町だと思いま
す。それと明るく騒音の
無い住み良い町だと思い
ます。

❷活動に生きがいがあり、
苦労は感じません。

❸小さな町にＪＲと京成電
鉄の駅が4ヶ所もあるの
は珍しいと思います。移
住・定住促進に利用でき
ると思います。

❶自然豊かでありながら、
成田空港が近いこともあ
り交通の便がとても良い
住みよい町です。
❷防災の備えをフェーズフ
リーにできるように、防
災意識の向上や専門知識
の習得に努めています。
❸災害対策をはじめ、少子
高齢化対策まで課題は
多いですが、安心して暮
らせる住みよい町にみん
なで出来たら良いと思い
ます。

❶小さな町だが生活する上
で、ほぼ何でも揃ってお
り、住みやすい街です。
ただ、高齢化が進んでい
るのが気になります。
❷新人の加入が課題で、マ
ンネリ気味ですが、防災
講座をすると、関心が高
く期待されていることが
実感できます。
❸高齢化とともに古い建物
がまだ多く、特に地震災
害に対する取組み強化に
期待します。

❶住民と行政が近い関係にあ
り、また公民館の協力もあ
り、サークル活動がしやす
い町です。
❷会員の高齢化やコロナ
ショックによりメンバーが
減少しました。最近は若い
方も入会していますが、更
に仲間を増やしたいです。

❸当町は比較的自然災害が少
ないと思われているが、「安
心安全な町づくり」に向け
て「自分ごと」として防災を
考えて頂ける様、皆様に広
報して頂きたいと思います。

相
あ い ば

葉 弘
ひ ろ こ

子 さん尾
び と う

藤 信
の ぶ ゆ き

幸 さん

迎
む か え だ

田 節
せ つ お

夫 さん 菅
か ん と う

藤　浩
ひろし

さん


